
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

・家庭学習の定着・習慣化 

 
【年度末からの引継ぎの状況】  

（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～9月評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：10月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。）

 

取
組
の
重
点 

④ 家庭との連携 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 ③指導方法の工夫改善 
取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
 
②指導方法の工夫改善 
 

③指導方法の工夫改善 ④家庭との連携 

④家庭との連携  

具
体
的
取
組
内
容 

 
④ 授業に関連付けた宿題の

提示 
  (その日に学習した内容 
  を復習できる宿題） 
  

具
体
的
取
組
内
容 

 
①机上とロッカーの整理 
③ICT機器の積極的活用 
④家庭学習の習慣化 
  

①指導方法の工夫改善 

下位層生徒への学習支援 

 次年度実施評価研修 

②家庭学習の習慣化 

 実態把握と改善策の具体化 

 

具
体
的
取
組
内
容 

①クロームブックでの学習 
 推進を図り、生徒の１日１
回の利活用を習慣化する。 

 
②授業内での主体的な学習
をさらに推進し、積極的に
ICTを活用し、特に成績中
位層の底上げを図る。 

 

目
標
指
標 

①すべての学級で机上とロッカーの整理 
③効果的なICT機器の活用法をさらに 
 推進する。 
④家庭学習の習慣化と適切な課題の作成 

①「わかりやすい授業」質問項目の生徒の A

評価を 80％にする。 

②「家庭学習指導」項目生徒A評価を 70％にする。 

 

目
標
指
標 

 
④ 家庭学習の習慣化 

 適切な宿題の提示 

目
標
指
標 

 
①わかりやすい授業の質問 
 で生徒のA評価を８０％
以上にする。 

 
② ICT教育を活用した授業
について生徒のA評価を
90％に、教師のA評価を
70％以上にする。 

 

成
果
と
課
題 

○学校生活の充実（AB評価９４．９％） 
○机上とロッカーの整理（落ち着いた学習環境） 
○ICT機器の積極的な活用（AB評価93％） 
●指導方法の工夫・授業改善AB評価75％ 
●家庭学習の定着は課題 
 教師＝A評価33.3 B33.3 C20.8  D0.0 
 生徒＝A評価56.1 B31.9 C 8.0   D4.0 
 

○家庭学習 
（A評価【Ⅰ期】56.1％⇒【Ⅱ期】74.7％） 

○ICT機器の活用 
 （A評価【Ⅰ期】77.4％⇒【Ⅱ期】86.1％） 
●わかりやすい授業 A評価 77.0％ 
（80％の目標に３ポイント不足） 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

 
・集計結果に基づきテスト前
の放課後学習会において繰
り返し、定着を図った。 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

 
・集計結果から生徒の課題点の把握や 
学習方法指導につなげる。 

 

各種データから各教科の課題を 

明確化し、授業改善につなげる。 

（共有 PC にテスト結果を保存することで 

職員全体が学級の教科課題を把握できる） 

 
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

 
・各教科の苦手問題を職員
全体で共有し、他教科から
も重点的に指導し課題解
決を図る。 

・その他結果データの共有
化を継続する。 
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